
第 28 話：エドの秘策 

サクラ：「そうだ！お前らのせいで俺のカラダがなくなったからな！だが都合よくこのカラ

ダがあったので、乗り移ったという訳だ！ユリから精力をもらい魔力も回復したしな！」 

ヒロ in サキュバス：「ユリ…俺の精液をサクラに飲ませたのか…」 

 

ユリ in ヒロ：「…仕方ないでしょ！ヒロのカラダが悪いんだから！それにもうヒロのカラダ

じゃない…知らない女にカラダをあげるくらいなら、あたしがもらったって！」 

 ユリ in ヒロの主張は無茶苦茶だったが、ヒロ in サキュバスに反論させなかった。 

 

エド in サクラ：「国王よ！ユリが異界の女たちに種付けすれば、我らの目的も達成できる！」 

父：「それはそうだが…エド、君のやり方は気に入らない…」 

エド in サクラ：「何を言っているんだ！君の娘だって人間の男のカラダを奪って同じことを

しているだろう！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ヒロ in サキュバス：「俺は、同意の上でアイラにカラダを渡したんだ！サクラのカラダから

出ていけ！そしてユリの洗脳を解いてくれ！」 

 サキュバスの可愛い声を振り絞って叫ぶヒロ…しかし… 

 

ユリ in ヒロ：「ヒロ、あたし、洗脳されていないわ！自分の意思で伯爵…エドと行動を共に

してるのよ。」 

ヒロ in サキュバス：「ユリ！！どうしてこんな酷いことを？」 

 

ユリ in ヒロ：「あたしは…ヒロ、あなたのことが欲しかったの。でもサクラもあたしの大事

な親友だったから、ずっとその気持ちを抑えてきた…でもあなたのカラダを得た今だった

ら、あなたはずっとあたしのモノ…サクラのカラダをエドさまが使ってくれたら、邪魔者だ

っていなくなる！そうしたら、サキュバスになった貴女だってあたしが…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ユリ色の染まったヒロが透き通るような眼差して、ヒロを見つめた。 

ヒロ in サキュバス：「もういい！そこまで言うなら二人とも強引にカラダを離れてもらうま

でだ！脱魂！」 

 ヒロ in サキュバスのカラダから魔法が放たれ、エド in サクラとユリ in ヒロを襲う！ 

 

エド in サクラ：「ふっ！同じ手が二度通じるか！リフレクション！！」 

 エド in サクラがその魔法を唱えると、ヒロの魔法は反射され、ヒロ in サキュバスとアイ

ラ in ユリを直撃した。2 つの魂がそのカラダから放たれる… 

 

エド in サクラ：「計画通りだ！ユリ！！やれ！！」 

ユリ in ヒロ：「はいっ！！換魂！」 

 ユリ in ヒロがその魔法を唱えると、カラダから抜け出たアイラとヒロの魂が交錯し、ア

イラの魂はサキュバスのカラダへ、ヒロの魂はユリのカラダへと入って行った… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 29 話：篭絡される心 

ヒロ in ユリ：「…しまった！…！返されるなんて…！…これはユリのカラダなのか！？」 

アイラ in サキュバス：「どうやらあたしがサキュバスのカラダに、ヒロは、ユリのカラダに

乗り移ったようね…」 

 

父：「魂の入れ替えか…何でこんなことを…二人とも落ち着くんだ！使える魔法は、魂に紐

づいている！カラダが変わっても使える魔法は変わらないはずだ！」 

エド in サクラ：「確かにその通りだが…ユリ！お前の望みを叶えるときだ…やってやれ…」 

 

 エドは、サクラのカラダで邪悪な笑みを浮かべ、ユリに目配せすると、ユリ in ヒロは、

ヒロの魂を乗り移らせた元の自分のカラダへゆっくりと向かった。 

ユリ inヒロ：「これであたしとヒロのカラダが入れ替わったね💕どう？あたしのカラダは？」 

ヒロ in ユリ：「ユリ…こんなことをしても何も変わらないぞ…俺はサクラを助けるんだ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ヒロが乗り移ったことでユリの瞳は、蒼く澄き通り、凛とした態度を取っている。 

ユリ in ヒロ：「うふふっ💕そのすました顔がいつまで続くかしら…」 

 ユリ in ヒロは、今はヒロのものとなったユリの胸を優しく掴み、指でなぞった。 

 

ヒロ in ユリ：「あ…あうっ…」 

ヒロ in ユリは、その快感に耐えきれず、その場に力なくぺったんこ座りとなった。ユリ

in ヒロは、ここぞとばかりに元の自分のカラダを刺激する… 

 

アイラ in サキュバス：「まずいわね。」 

父：「そうだな…助けにいくぞ…」 

エド in サクラ：「おっと…お前らの相手は俺だ！」 

 エドは、サクラのカラダを素早く動かし、2 人の前に立ちはだかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



父：「反射の魔法があるからな…うかつに手を出せない！」 

アイラ in サキュバス：「サクラのカラダを傷つける訳にもいかないし…どうしたら…」 

 足止めされている 2 人に構わず、ユリは、ヒロを攻め続けている… 

ヒロ in ユリ：「ん…んん…全身が痺れて…カラダに力が…あ…あっ…」 

 

ユリ inヒロ：「うふっ💕その様子だとサキュバスのカラダで快感を経験しなかったようね！」 

ヒロ in ユリ：「はうっ💕…あ～！💕あーん💕」 

ユリ in ヒロ：「こんなに感じちゃうなんて💕あたし以上だよ！ヒロの方があたしのカラダ

に相応しいと思わない？」 

 

ヒロ in ユリ：「お…俺は…サクラを助ける！ユリ…お前も元に戻すんだ…」 

 ヒロ in ユリは、理性を振り絞ったが、その意志に反して、その股間から愛液が流れ出し、

下着を汚してしまっている。 

ユリ in ヒロ：「そう…でも…そんな状態で全然説得力がないわよ！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 30 話：交歓の儀式 

ヒロ in ユリ：「…これは…ユリ…お前のカラダが勝手に反応して…」 

ユリ in ヒロ：「あたし以上だっていったでしょ！それに今はヒロ、貴女のカラダよ！」 

 ユリ in ヒロは、元の自分にカラダをわからせようと、目の前にいるヒロ in ユリに言葉で

攻めた。 

 

ヒロ in ユリ：「…違う！俺は…男…」 

ユリ in ヒロ：「女の子だよ💕ヒロは、女の子💕自分のカラダを女のアイラに差し出して、

サキュバスのカラダを受け入れたんだから…ヒロには女になりたい気持ちがあるんだよ！」 

ヒロ in ユリ：「…俺が…女に…」 

 

 ユリ in ヒロは、その下着を乱暴に脱がせると、ひくひくと動く割れ目に指を出し入れし

た！先ほどまでの凜とした表情はなく、ただ目の前にいる男の手によって快感を享受する

ユリがいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ユリ in ヒロ：「ねえ、ヒロ。サクラを助けた後、あなたがサキュバスのままだったら、サク

ラが受け入れてくれると思う？」 

ヒロ in ユリ：「…俺は…それでもいい…」 

 ヒロ in ユリの声は、小さくか弱くなっていた… 

 

ユリ in ヒロ：「…サクラを本当に助けたいんだったら、あたしのカラダになってもできるん

じゃない？それにサキュバスになっているときは、自分では楽しめなかったでしょ？サク

ラだったらこんなことはしてくれないけど、あたしならいつでもこうしてあげる💕」 

 ユリ in ヒロは、女性特有の誘う眼でヒロ in ユリの心の奥底へと侵入していく… 

 

ユリ in ヒロ：「あたしならどんなヒロでも受け入れる…だから貴女も受け入れて…」 

ヒロ in ユリ：「…俺のままでいいのか…」 

ユリ inヒロ：「もっと気持ち良くしてあげる💕そのカラダはあたしが一番知ってるから💕」 

 ユリ in ヒロのその言葉にヒロ in ユリの表情が緩んでいく… 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ユリ in ヒロ：「うふっ💕可愛いわよ、ヒロ💕あたしが入っているときよりもずっと…」 

ヒロ in ユリ：「…俺が…可愛い…」 

ユリ in ヒロ：「ええ…自然な貴女が素直になるだけで、ここまで可愛くなれるの…あたしじ

ゃダメ…ヒロがそのカラダを使ってくれるから…」 

 

 ユリ in ヒロは、元のカラダの耳元で囁くと、その言葉は、ユリの脳に直接届いた。 

ヒロ in ユリ：「俺だから…ユリを可愛くできる…？」 

ユリ in ヒロ：「さあ！解放して！貴女の欲望を！」 

ヒロ in ユリ：「…俺は…俺がユリを可愛くしたい！」 

 

ユリ in ヒロ：「うん、いいよ💕そしてあたしのカラダを奪い取って！」 

ヒロ in ユリの指が、ヒロのものとなったユリの秘所に入るたびにヒロは悦に、出すたび

に切なく喘いだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 31 話：ユリに染まる 

ヒロ in ユリ：「…ああ…このカラダは、俺が貰う…」 

 その言葉でユリ in ヒロは、ニヤリとした。ユリ in ヒロの指の動きが激しくなる… 

ユリ in ヒロ：「あ～…あたしのカラダがヒロに奪われちゃう～💕」 

 ユリ in ヒロは、言葉と裏腹にヒロ in ユリのぐっしょりと濡れた秘所を攻め続けた。 

 

ヒロ in ユリ：「いい！…すごく…いい～💕」 

ユリ in ヒロ：「指がひだに吸い付いて…あたしの指を締め付けるぅ～💕」 

 ヒロは、完全にユリのカラダの虜になってしまっている… 

ヒロ in ユリ：「もっと気持ち良くなりたい…お願い…ユリ💕」 

 

ヒロ in ユリは、ユリ in ヒロにおねだりすると、ユリ in ヒロは、元の自分の乳首とお〇

んこを同時に攻め続けた。 

ヒロ in ユリ：「あ…ユリ…ユリ！ユリ～～💕」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ぷしゅ～～…ユリの股間から勢いよく愛液が噴き出し、ヒロは、絶頂に達した…その液は、

ヒロ in ユリの顔にも掛った。ユリ in ヒロは、指で絡めとり、口に運び美味しそうに飲み込

んだ… 

ヒロ in ユリ：「俺…ユリのカラダでこんなことを…」 

 

 ヒロ in ユリは、逝ったことで、我に返り、快感に流されてしまったことを後悔するが… 

ユリ in ヒロ：「うふっ💕女のカラダは一度逝っても満足しないの💕」 

 ユリ in ヒロは、再び元の自分のカラダに刺激を与えると、敏感にヒロのものとなったユ

リのカラダは、敏感に反応した。そして、ヒロの理性を再び奪ってしまう… 

 

ヒロ in ユリ：「俺は…このカラダでサクラ…を…ん…あうっ…あ…あ～ん💕」 

 びくんっびくんっと再び激しく痙攣し、そして絶頂に達して果てた…ユリ in ヒロは、元

自分のカラダの痴態を見守ると、エド in サクラに視線を送った。 

エド in サクラ：「どうやらユリの方は上手くやったようだな…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ユリ in ヒロ：「ええ…潮吹きまでするなんて💕あたしでも未経験だったのに…」 

アイラ in サキュバス：「そんな…ヒロがここまで染まってしまうなんて…」 

 ヒロ in ユリの痴態に珍しく動揺するアイラ in サキュバス… 

 

エド in サクラ：「そいつもミコトが抜けた穴を埋めてくれるだろう。」 

ユリ in ヒロ：「はい💕開発すれば快楽に溺れてあたしの虜になってくれるでしょう💕」 

エド in サクラ：「さて目的は達成したし、撤収するぞ！」 

 

 2 人は、気を失ったヒロ in ユリを抱えて、テレポーテーションで姿を消した。 

アイラ in サキュバス：「まさかこんなことになるなんて…ギンガが抜けて、ヒロも伯爵に連

れて行かれた…サキュバスのこのカラダもいずれ出産を迎えてしまう…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第 32 話：次なる一手 

父：「アイラ、これからどうする？彼らにとっては気の毒だが、いずれも人間のカラダだ…

伯爵だって我らに害をなすこともないだろう…お前が子を産めば、目的は達成するしな。」 

 残された 2 人は、混乱し辟易しながらも今後のことを話し合っていた。 

 

アイラ in サキュバス：「うん…でもそれだと取り敢えず 1 人だけで後が続かない。やはり人

間のカラダ…できれば男のカラダが欲しい！」 

父：「そうは言っても我らでは、人のカラダに乗り移る術はない。幽体となったお前をモノ

に宿らせ、そこから相性の合うカラダに入ることはできるが…時間が掛かるぞ。」 

 

 アイラ in サキュバスは、悔しさをこらえながら決意を新たにした。 

アイラ in サキュバス：「きっとまた手に入れるわ！ヒロのカラダ…待っていなさい！！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 一方のエド一行は、自らの館に戻ってきていた。 

エド in サクラ：「ここまで上手く行くとは思わなかったぞ！」 

ユリ in ヒロ：「あたしもヒロの心とカラダを手に入れた上に、邪魔なサクラのカラダもエド

が使ってくれていうことなしだわ。」 

 

 ユリ in ヒロは、今は自分のモノとなったカラダを鏡に映してうっとりとしている。 

エド in サクラ：「さっきお前がやったのをあとで俺にもやってくれ。」 

ユリ in ヒロ：「サクラを愛でるのは嫌だけど…エドが憑依してるって思えば悦んで💕」 

 

 ユリ in ヒロは、満面の笑みを浮かべた。 

エド in サクラ：「それにしてもお前とこのサクラは親友だったんだろう？」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ユリ in ヒロ：「あたしは、ヒロのことが好きだったんです！でもサクラもヒロのことが好き

だって知ってたから、ずっとこの気持ちを抑えてきて…」 

エド in サクラ：「俺の術は、心の奥に眠る欲望を解放させるからな！」 

 エドは、サクラのカラダでドヤ顔をする。 

 

ユリ in ヒロ：「エドのその服も表情もサクラが絶対にしないような感じで素敵です💕」 

エド in サクラ：「ユリ、お前ほど欲望の強い女はいない。お前を眷属にできて嬉しいぞ！」 

ユリ in ヒロ：「あたしもです💕」 

エド in サクラ：「さて、ユリ、お前がその男を洗脳するんだ！お前ならできる。」 

ユリ in ヒロ：「はい💕」 

 

 ユリ in ヒロは、まだ意識を失っているヒロの魂が宿った元の自分のカラダを起こし、膝

枕をすると、額に手を当てて洗脳の魔法を施した。 

ユリ in ヒロ：「ヒロ…貴女を完全にあたしのモノにしてあげる💕あたしのカラダを気に入

ってくれたみたいだけど、さっきみたいに迷わないようにしてあげるからね…」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


